
（別紙３）

～ 令和7年　3月　31日

（対象者数） 13 （回答者数）
9

～ 令和7年　3月　31日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
児童の特性を理解できるように定期的に職員間で話し合い、

成長のサポートを行っていきます。
児童に寄り添った支援を展開出来ている。

児童の支援では「想いを認める」「行動を認める」「状況の

振り返り」を主軸に「児童に気付きを与える支援」を行って

います。認めることで本児の自信、やる気、安心感を感じ、

成長が出来るようサポートしています。

令和6年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　5月　5日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 キッズワールドサポートOcean１組

○保護者評価実施期間
令和6年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



2
今後も、家族のサポートができるように職員間の連携と質の

向上に努めていきます。

3
計画書の作成しながら児童の支援が充実できる様に努めてい

きます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域との関り（学童、放デイ、公民館等）との連携を行いな

がら、地域との取り組みを強化していきます。

2
今後、第三者委員会を通して事業所の改善に努めていきま

す。

家族のレスパイトケアを考慮した事業展開ができる。

家族の状況を把握し、レスパイトケアが実施できるように配

慮している。また、困り事や、相談事があれば、率先して話

し合いの場を作り対応行っています。

小学生から高校生までの幅広い年齢層だが、個別や集団の他

者との関わり方を学ぶ支援が展開できている。

年齢別に支援展開を行う個別活動や、集団で学ぶ活動等を児

童の特性に応じて常に職員間で話し合って支援展開していま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との取り組み
地域との取り組みは回数が少ない状況。地域資源をもっと活

用する方法を考えて行く事が少なかった。

第三者委員会について 第三者委員会の開催を定期的に行えていない。



3 支援計画書に身体拘束の内容の記載を行っていく。身体拘束の同意について 身体拘束の内容を計画書に記載できていない。


